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■ 用語解説 ■ 

分解能とは、そのセンサが持ちうる最小感度の事。ある物理量を計測したとき、センサからそ

の50％以上が出力された場合にそのセンサは入力された物理量に対して100％の分解能を有し

ている。たとえば0.01Ｇの入力加速度に対し0.005Ｇ以上の変化が出力された場合に0.01Ｇの

分解能を有していると言う。 

 


